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＊1 文部科学省「学校基本統計」、私学事業団「令和４（2022）年度私立大学・短期大学等入学志願動向」より

＊2 「感情の制御」「立ち直りの速さ」「状況に応じ冷静に対応する」といった姿勢・態度　＊３「相手の立場に立とうとする」「他者と関わろうとする積極性」といった姿勢・態度
＊４ 思考力の受検結果に対する評価（S・A・B・C・D）のうち、上位の３段階

小田桐 一弘
おだぎりかずひろ●2007年（株）ベネッセ
コーポレーション入社。高校教育・高大接続
領域の支援に携わった後、2018年より（株）
ベネッセｉ‐キャリアで大学の学修成果の可視
化・教学マネジメント推進の支援を担当。

姿勢・態度に優れ、入学後に伸びる総合型選抜の入学者
　思考力や姿勢・態度を測るアセスメント「GPS-Academic」の
21万人以上の受検者データから、総合型入学者の特徴を分析し
ました。思考力を入試区分別に見ると、総合型は一般選抜より低
いスコアです。しかし、経年で見ると思考力上位層の割合は年々伸
びて、一般選抜との差を縮めています。思考力の高い生徒が総合
型を選ぶようになった可能性があります。また、入学後の思考力の
スコアは１年次から３年次にかけて全入試区分で増加しています
が、増加率が最も高いのが総合型【図表７】。姿勢・態度について
は、レジリエンス＊2が一般入試とほぼ同等、リーダーシップとコラボ
レーション＊3は一般入試より上位層の割合が高いという結果でし
た。これらの結果から、総合型入学者の「学びに対する姿勢や態
度が優れている」「思考力の成長ポテンシャルが高い」という特徴
が見えてきます。入学時の教科学力のみを「いい学生」「いい入
試」の判断基準にするのではなく、教科学力以外の多様な能力＝
「面」や、入学後の変化＝「線」にも注目したほうが、自学の入試の
検証や改善につなげることができるのではないかと考えます。
期待に応える教育があってこそ、大学満足度が高まる
　気になるデータもあります。入学後の自学へのイメージを聞くと、

総合型は、「よくなった」も多いものの、「悪くなった」の回答比率が
全入試区分で最も高いのです。また、成長を「強く実感する」割合
も、一般よりは高いものの学校推薦型よりは低い。ここから浮かび
上がるのは、期待して入学し、入学後にがっかりしている総合型入
学者の姿です。彼らは高校時代に探究活動や大学の学び体験な
どを通じて、入学後の理想を鮮明に言語化している分、期待との
ギャップも強く感じやすいのでしょう。したがって、総合型選抜をより
よいものにするには、入試の種類や内容に手を加える入試改善の
ほかに、入学後の学びを期待に沿うものに変える教育改革も必要
だと言えそうです。どのような教育を用意すべきか。学生生活で成
長を「強く実感」した学生の特徴を入試区分別に分析したのが【図
表８】です。総合型入学者の成長実感を高める要素は、カリキュラ
ムの充実と、卒業後につながる学びと動機付けの提供のようです。
　一方、一般選抜入学者の成長実感を高める要素は、それとは別
であることも見逃せません。つまり、入試区分によって成長を促す
「スイッチ」が異なるということ。もちろん現実として、それぞれに別々
の対策を講じるほどのリソースがない大学も多いと思います。しか
し、こうした入試区分別の分析は、どんな学生に向けて何を提供し、
どう育てるのか、改革の優先順位付けに役立つはずです。

（株）ベネッセｉ‐キャリア
まなぶとはたらくをつなぐ研究所
所長

入学者の成長を「面」と「線」
で追い、入試の特性を把握

成果の出る総合型選抜のコツ❶

＊取材を基にBetween編集部にてまとめ 

＊（株）ベネッセｉ‐キャリア まなぶとはたらくをつなぐ研究所「GPS全国データ3か年比較『コロナ禍の影響評価』レポート」（2024年）

一般選抜：ｎ＝17,944  総合型選抜：ｎ＝2,529  一般・公募推薦入試：ｎ＝4,675 

【図表6】総合型選抜の企画で重視していることや自学での取り組み 

崇城大学

高校時代の学びと入学後の
学生の成長をいかにリンクさ
せるかという視点を重視して
いる。本学では、学長の「教員
の研究テーマに学生を寄せる
のではなく、学生がやりたいこ
とに教員が寄っていく。学生の
心に火をつけ、ハイレベル人
材を育成する」の方針のもと、
入試課と探究支援を担う教員
中心のワーキンググループと
が連携しながら企画。総合型
選抜で入学した学生の成長を
追跡し可視化する取り組みを
行っている。

麗澤大学

「教員の思い（教学的）」＋
「学生募集に携わる人間（職
員）の思い」＋「実際に受験
をする学生の思い」を混ぜ合
わせると、全方位を意識した
選抜となり、設計しやすい。ま
た、毎年、入試方式について
成果を確認しながらスクラッ
プ＆ビルド。入試のブラッシュ
アップを行う。

創価大学

大事なことは、どのような学
生を求めるのか、またどのよう
な能力を見たいのか。ＰＡＳＣ
ＡＬ入試の立ち上げについて
は、副学長やアドミッションズ
センター長が入る多面的評価
委員会（現在は、入試改革検
討ワーキンググループ）で徹底
的な議論を行い、その後、学
部長で構成される入試検討委
員会、入試委員会に諮ったう
えで、学部教授会でも意見を
伺いながら入試を企画。予算
を伴う部分については、理事
会への説明と了解も必要。

桜美林大学

代表的な取り組みをしている
大学の選抜を研究すること。
本学も文科省のAP事業の入
試改革事例や慶應義塾大学
のSFCの取り組みなどを分析
した。文科省が毎年公開して
いる「大学入学者選抜におけ
る好事例集」も参考になる。そ
の中で導入イメージにマッチ
している大学に対してヒアリ
ング等を行い、設計、運営、諸
課題などを確認しながら、自大
学にフィットする内容に調整を
していくと、比較的、着手しや
すい。

京都芸術大学

募集課題を起点にした設計が
最も重要。例えば、合格者の
入学率を上げたい、入学後の
退学率を下げたいなど。本学
では、課題やレポート等によっ
て客観的な採点を実現。多角
的・総合的な評価をするととも
に相互理解を深めることに
よってミスマッチの軽減を図っ
ている。また、教員と職員が全
面的に協働し、オープンキャン
パスからの接続を行うことで、
総合型選抜志願者が前年比
132％で増加している。
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　入
学
後
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
つ

い
て
入
試
方
式
別
に
検
証
を
。

　入
試
方
式
に
よ
る
学
力
差
が
本
当
に

あ
る
の
か
、
あ
る
な
ら
そ
の
差
は
何
な

の
か
、
学
生
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
比

較
し
て
示
し
た
い
。
総
合
型
が
〝
多
面

的
な
能
力
〞
の
〝
伸
び
し
ろ
〞
を
見
込

ん
で
選
抜
す
る
入
試
で
あ
る
こ
と
を
考

え
れ
ば
、
高
校
ま
で
の
教
科
学
力
だ
け

で
は
な
く
「
自
学
が
育
て
よ
う
と
し
て

い
る
力
」
に
つ
い
て
、
入
学
時
だ
け
で

は
な
く
「
高
学
年
時
に
ど
こ
ま
で
伸
び

た
か
」
も
検
証
す
べ
き
だ
ろ
う
。
可
視

化
し
た
学
修
成
果
を
入
試
方
式
別
に
分

析
し
て
み
よ
う
。

　デ
ー
タ
を
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
、

持
っ
て
い
る
部
署
と
連
携
す
る
必
要
が

あ
る
。
学
内
に
そ
の
よ
う
な
デ
ー
タ
が

存
在
し
な
け
れ
ば
、
予
算
を
取
り
、
調

査
を
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
た
い
。「
一

般
選
抜
の
難
易
度
と
問
題
作
成
時
の
想

定
平
均
点
と
受
験
者
の
得
点
状
況
、
選

抜
ご
と
の
入
学
者
の
Ｇ
Ｐ
Ａ
な
ど
を
分

析
し
、
教
職
員
に
丁
寧
に
開
示
し
た
う

え
で
議
論
を
し
て
は
」（
桜
美
林
大
学
）。

　学
内
の
反
対
者
が
学
生
募
集
市
場
の

変
化
を
理
解
し
て
い
な
い
な
ら
、
市
場

デ
ー
タ
に
基
づ
く
説
明
も
不
可
欠
だ
。

私
立
大
学
の
場
合
、     ＊1

　
入
学
定
員
が
現

在
約
50
万
人
、
２
０
４
０
年
度
の
私
立

大
学
入
学
者
数
の
予
測
が
32
万
人
台
と

い
う
状
況
を
前
提
と
す
る
と
、
多
く
の

私
立
大
学
に
と
っ
て
は
、名
称
こ
そ「
選

抜
」
で
あ
れ
、
実
際
に
は
高
校
生
を
自

学
の
受
験
生
、
学
生
へ
と
育
て
て
受
け

入
れ
る
形
に
転
換
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

育
成
に
あ
た
っ
て
は
、
入
学
時
の
学
力

だ
け
で
な
く
、
学
ぶ
姿
勢
や
意
欲
も
大

切
だ
。「
入
試
を
通
し
て
学
科
と
受
験

生
が
一
定
期
間
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
る
こ
と
に
よ
り
、
入
学
後
の
指

導
が
大
幅
に
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
」（
麗

澤
大
学
）。「
知
識
・
技
能
を
土
台
に
し

て
思
考
力
や
主
体
性
等
を
獲
得
す
る
と

い
う
成
長
モ
デ
ル
よ
り
、
主
体
性
等
の

意
欲
を
土
台
に
、
知
識
・
技
能
や
思
考

力
を
獲
得
す
る
成
長
モ
デ
ル
の
ほ
う

が
、
多
く
の
私
立
大
学
に
と
っ
て
納
得

感
が
大
き
い
は
ず
だ
」（
桜
美
林
大
学
）。

　
　実
現
し
た
い
こ
と
を
明
確
に
。

　各
大
学
に
入
試
設
計
の
コ
ツ
を
聞
い

た【
図
表
６
】。
ど
の
大
学
も
起
点
と
す

る
の
は
、
目
的
や
方
針
だ
。「
探
究
学

習
が
話
題
だ
か
ら
探
究
型
の
入
試
を
つ

く
ろ
う
と
、
何
と
な
く
設
計
す
る
の
は

悪
手
。
教
職
員
の
『
こ
う
い
う
学
生
が

欲
し
い
』、
受
験
生
の
『
こ
の
力
を
生

か
し
た
い
』
と
い
う
思
い
を
根
底
に
設

計
す
べ
き
」（
麗
澤
大
学
）。
京
都
芸
術

大
学
も
同
様
で
、
入
学
後
の
ミ
ス
マ
ッ

チ
防
止
を
重
要
視
し
て
い
る
と
い
う
。

　立
案
は
誰
が
担
う
べ
き
か
。
創
価
大

学
は
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｌ
入
試
の
企
画
に
あ

た
り
、
副
学
長
や
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ズ

セ
ン
タ
ー
長
が
入
る
多
面
的
評
価
委
員

会
（
現
・
入
試
改
革
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
）
を
設
置
。
同
委
員
会
が
学

部
の
意
見
を
採
り
入
れ
な
が
ら
設
計
し

た
。
執
行
部
の
方
針
の
も
と
、
入
試
課

と
教
員
が
具
体
案
を
企
画
し
た
の
は
崇

城
大
学
。
各
学
科
代
表
と
高
校
へ
の
探

究
支
援
に
携
わ
る
教
員
と
の
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
が
中
心
と
な
っ
た
。
内
容

の
設
計
に
お
い
て
桜
美
林
大
学
は
、
先

行
大
学
の
選
抜
内
容
の
研
究
を
勧
め

る
。
公
開
情
報
の
分
析
に
加
え
、
ヒ
ア

リ
ン
グ
も
行
っ
て
い
る
と
い
う
。

　入
試
の
名
称
も
悩
み
ど
こ
ろ
だ
。
長

く
高
校
で
教
鞭
を
と
っ
て
い
た
崇
城
大

学
入
試
広
報
部
長
の
山
本
氏
は
、「
島

根
大
学
の
『
へ
る
ん
入
試
』
の
よ
う
に
、

強
い
イ
ン
パ
ク
ト
と
内
容
面
の
浸
透
を

両
立
し
た
入
試
も
あ
る
が
、
一
般
論
と

し
て
は
高
校
教
員
が
理
解
し
や
す
く
、

入
試
の
内
容
が
わ
か
る
も
の
が
、
高
校

に
と
っ
て
は
望
ま
し
い
」
と
語
る
。

　今
後
、
総
合
型
選
抜
を
拡
充
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
実
態
を
把
握
し
て
お
き
た

い
【
P.
20
図
表
】。
ま
ず
試
験
日
。
学

力
検
査
を
課
さ
な
い
総
合
型
の
場
合
、

事
実
上
、
日
程
の
制
約
が
な
い
た
め
試

験
日
は
ば
ら
け
て
い
る
が
【
図
表
９

－

１
】、
一
番
多
い
の
が
、
９
〜
12
月
末

以
外
の
「
そ
の
他
」。
一
般
入
試
不
合

格
者
を
狙
っ
て
３
月
に
設
定
す
る
大
学

も
増
え
て
い
る
よ
う
だ
。「
時
期
に
よ
っ

て
受
験
生
が
総
合
型
に
求
め
る
ニ
ー
ズ

は
異
な
る
の
で
、
試
験
日
は
毎
年
、
見

直
し
て
い
る
」（
麗
澤
大
学
）。

　受
験
生
の
学
力
を
把
握
す
る
方
法
は
、

学
習
成
果（
調
査
書
、
評
定
平
均
値
等
）、

面
接
・
討
論
等
、
書
面
（
推
薦
書
等
）

を
セ
ッ
ト
で
用
い
る
大
学
が
多
い【
図

表
９

－

２
】。
そ
の
他
の
方
法
で
利
用
率

が
前
年
よ
り
高
ま
っ
て
い
る
の
が
、
高

大
連
携
の
成
果
な
ど
の
「
入
学
前
教
育
」

「
資
格
・
検
定
試
験
の
成
績
」、
基
礎
学

力
な
ど
の「
検
査
」
や
「
活
動
歴・顕
彰
・

表
彰
」だ
。【
図
表
９

－

３
】以
降
は
、学

力
検
査
以
外
の
具
体
的
な
選
抜
方
法
の

利
用
率
を
学
校
推
薦
型
と
比
較
し
た
も

の
。
総
合
型
の
利
用
率
が
学
校
推
薦
型

と
比
べ
て
顕
著
に
高
い
の
は
、
活
動
報

告
書
、
レ
ポ
ー
ト
、
プ
レ
ゼ
ン
、
探
究

学
習
の
資
料
、
模
擬
講
義
や
事
前
課
題

だ
。
高
校
ま
で
の
活
動
、
大
学
の
学
び

の
理
解
度
、
そ
れ
ら
を
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

す
る
力
の
評
価
が
重
視
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
資
格
・
検
定
試
験
の
成

績
、
表
彰
歴
も
、
学
校
推
薦
型
よ
り
多

く
利
用
さ
れ
て
い
る
。
多
様
な
選
抜
方

法
、
要
件
を
課
す
だ
け
で
な
く
、
ど
ん

な
経
験
、
ス
ペ
ッ
ク
を
持
つ
学
生
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
よ
い
か
追
跡
調
査
を

行
い
、入
試
の
改
善
を
図
っ
て
い
こ
う
。

【図表8】入試区分別 高い成長実感を
感じている学生の特徴

【図表7】入試区分別 入学後の思考力の推移（抜粋）

一般選抜、
共通テスト利用入試入学者 総合型選抜入学者

・カリキュラム（入学から卒業
までの科目配置や履修の体
系）に満足している
・自分の将来就きたい仕事、やり
たいことに向けて準備をしている
・科目間の関連やカリキュラ
ムの全体像を理解できている

・自学で、自分の将来に必要
な学びを得られていると感じる
・授業が、論理的・批判的思
考力の伸長に役立っている
と感じる
・ちょっとしたことでも相談でき
る教員がいると感じる

（2020年１年生）

（2022年３年生）

（2020年１年生）

（2022年３年生）

（2020年１年生）

（2022年３年生）

116%

131%

126%

■S  ■A  ■B

増加率

A Q.

「
学
力
の
低
い
学
生
が
入

る
」と
の
反
対
へ
の
対
応
は
？

A Q.

総
合
型
の
企
画
の
立
て

方
の
コ
ツ
は
？

特集  "選ばれる"入試～全入時代の入試戦略

一般選抜

総合型選抜

一般・公募推薦入試
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